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／
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／
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刷
／
株
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鈴
木
印
刷
所

　家の南側に小さな花壇をつくっています。花壇には

棚をつくり、プランターに季節の花を植えています。

大きな植木鉢でも花を育てています。現在はベゴニ

ア、三色すみれが咲いています。他にナンテン、アオ

キ、ツツジなど低木の木々を植えています。水、肥料

の管理など、やることはたくさんあります。

  そしてこれらの花木を「生け花」に使っています。

「生け花」では庭から調達したものの方が長待ちしま

す。曲った枝など自然の物を使うようにしています。

自然や季節を「家に入れる」ことが生け花本来の姿だ

と聞きました。花づくりと生け花の両方で花を楽しん

でいます。

　近所の方から苗木をいただくこともあります。花を

育てて今なお元気です。これが長寿の源だと思ってい

ます。   　　　　　小竹　チカさん(中央町三丁目・81歳)

KOGA
万華鏡

マイ・ガーデニング
シャッターチャンス！

ひなちゃん、だーい好き

妹大好き璃々花ちゃん（2歳8カ月）

谷口晶子さん（鴻巣・26歳）

書
家
・
立
石
光
司
の
軌
跡

　
　
　
　
　
〜
企
画
展
「
立
石
光
司
遺
作
展
」
〜

　娘の璃々花がお姉ちゃんになったのは昨年の
7月のこと。妹のひなのが生まれてからという
もの、母親の私よりも璃々花の方がひなのと接
している時間が多い（！）と思うほどいつも隣
にいて、お世話をしてくれています。
　最近ではお姉ちゃんぶりにも成長がみられま
す。妹が泣いていれば涙をふくだけだったの
が、今では「泣かないで」と声をかけ、頭をな
でるなどして妹を安心させています。先日も忙
しい私に代わり、妹を寝かしつけていました。
妹が大好きな璃々花ですが、まだ2歳。よい悪
いも区別がつかないことも多々あり、まだまだ
目が離せません。
　これからも妹にだけでなく、だれにでも優し
く思いやりのもてる子に育ってほしいと願って
います。
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現
在
、
古
河
歴
史
博
物
館
で
は
、
平
成

14
年
（
2
0
0
2
）
に
逝
去
さ
れ
た
書

家
・
立
石
光
司
氏
の
遺
作
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
古
河
に
生
ま

れ
た
光
司
氏
が
、
は
じ
め
て
書
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
た
の
は
、
父
・
立
石
榮
太
郎
氏

か
ら
で
し
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
同

氏
は
『
古
河
の
剣

道
』
（
古
河
市
剣
道

連
盟
発
行
）
の
中
で

次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。

四
才
に
な
る
と
、

父
は
私
に
筆
と
竹
刀

を
持
つ
よ
う
命
じ

た
。
筆
で
文
字
を
書

く
事
は
大
変
つ
ら

か
っ
た
。
ど
ん
な
寒

い
日
で
も
畳
や
足
袋

を
よ
ご
さ
な
い
よ

う
、
素
足
で
廊
下
に
座
ら
せ
ら
れ
た
。
用

紙
は
新
聞
紙
で
あ
る
。
か
じ
か
ん
だ
手
に

大
き
な
筆
は
持
ち
に
く
い
。
そ
の
上
父

は
、
竹
刀
を
持
っ
て
側
ら
に
立
っ
て
い

る
。
書
く
字
が
誤
っ
た
り
ま
が
っ
た
り
す

る
と
、
竹
刀
が
飛
ぶ
の
で
あ
る
。

昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
古
河
市
を
代

表
す
る
書
家
の
ひ
と
り
大
久
保
翠
洞
氏
に

入
門
し
ま
す
が
、
幼
い
頃
か
ら
の
厳
し
い

修
練
の
た
ま
も
の
で
し
ょ
う
、
同
18
年

（
1
9
4
3
）
16
歳
で
、
興
亜
書
道
連
盟

展
青
少
年
の
部
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昭
和
24
年
（
1
9
4
9
）
よ
り
、
現
代

書
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
、
の
ち
に
文

化
功
労
者
と
な
る
手
島
右
　
氏
に
師
事

し
、
同
27
年
（
1
9
5
2
）
独
立
書
道
会

創
立
に
参
加
、
会
員
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
も
独
立
書
人
団
副
理
事
長
、
毎
日
書
道

会
評
議
員
、
ま
た
、
日
本
書
道
専
門
学
校

教
授
、
東
京
芸
術
大
学
美
学
部
講
師
を
務

め
る
な
ど
中
央
書
壇

で
活
躍
、
後
進
の
指

導
に
当
た
り
ま
し

た
。郷
土
古
河
に
お
い

て
も
、
古
河
市
文
化

協
会
理
事
を
務
め
、

書
道
団
体
・
鳳
龍
会

を
設
立
、
文
化
振
興

の
指
導
的
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
平
成
3

年
（
1
9
9
1
）
に

は
日
本
最
初
の
専
門

美
術
館
と
な
っ
た
「
篆
刻
美
術
館
」
設
立

を
提
唱
し
、
同
美
術
館
の
協
議
会
委
員
長

と
し
て
終
生
運
営
に
関
わ
り
ま
し
た
。
幼

少
で
筆
を
握
り
、
75
歳
で
亡
く
な
る
ま
で

書
芸
文
化
の
発
展
に
尽
力
し
た
氏
の
人
生

は
、
ま
さ
に
書
と
と
も
に
あ
っ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

本
展
覧
会
で
は
７
歳
か
ら
最
晩
年
に
制

作
さ
れ
た
作
品
約
60
点
を
紹
介
、
氏
の
多

彩
な
書
業
を
た
ど
り
ま
す
。
（
同
展
は
２

／
24
ま
で
）

古
河
街
角
美
術
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
井
　
直
子

た
て
　
い
し
　
み
つ
　  

じ

ほ
う
り
ゅ
う
か
い

り　 り　 か

え
い  

た  

ろ
う

て  

し
ま 

ゆ
う 

け
い

お
お  

く   

ぼ  

す
い
ど
う

こ
う  

あ

立石光司「九品念佛」
く ほんねんぶつ

花づくりと生け花、二度の楽しみ まさ  こ


